
JP 2017-161791 A 2017.9.14

10

(57)【要約】
【課題】コスト増加を抑えつつ視野角特性を向上させる
ことができる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置は、対向配置された第１基板
及び第２基板と、前記第１基板及び前記第２基板の間に
配置され液晶層と、第１位相差板と第２位相差板とを含
み、前記第１位相差板は、第１液晶層及び第１樹脂フィ
ルム層からなり、前記第２位相差板は、第２液晶層及び
第２樹脂フィルム層からなる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向配置された第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板及び前記第２基板の間に配置され液晶層と、
　第１位相差板と第２位相差板とを含み、
　前記第１位相差板は、第１液晶層及び第１樹脂フィルム層からなり、
　前記第２位相差板は、第２液晶層及び第２樹脂フィルム層からなる、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、互いに光学特性が異なる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１基板は、前記第２基板よりも、バックライト光が照射される背面側に配置され
ており、
　前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、前記第１基板に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、接着層を介して互いに接着固定されている
、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１位相差板の厚み方向のリタデーションと、前記第２位相差板の厚み方向のリタ
デーションとを合計した絶対値が、２０ｎｍ以下であり、
　前記第１位相差板の面内方向のリタデーションと、前記第２位相差板の面内方向のリタ
デーションとを合計した合計値が、２６０ｎｍ以上２８０ｎｍ以下である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１液晶層及び前記第２液晶層のそれぞれの膜厚と、前記第１樹脂フィルム層及び
前記第２樹脂フィルム層のそれぞれの膜厚とは、前記厚み方向のリタデーションを合計し
た絶対値が２０ｎｍ以下、前記面内方向のリタデーションを合計した合計値が２６０ｎｍ
以上２８０ｎｍ以下になるように設定されている、
　ことを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１位相差板の厚み方向のリタデーションが０よりも小さく、
　前記第２位相差板の厚み方向のリタデーションが０よりも大きい、
　ことを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１液晶層の膜厚及び前記第２液晶層の膜厚は互いに異なり、前記第１樹脂フィル
ム層の膜厚及び前記第２樹脂フィルム層の膜厚は互いに異なっている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１樹脂フィルム層及び前記第２樹脂フィルム層は、延伸されたトリアセチルセル
ロース（ＴＡＣ）層で構成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１位相差板と前記第２位相差板とが同一の構成を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、薄膜トランジスタ基板（以下、ＴＦＴ基板という。）と、ＴＦＴ基板
に対向するカラーフィルタ基板（以下、ＣＦ基板という。）と、ＴＦＴ基板及びＣＦ基板
の間に挟持される液晶層と、を含んでいる。ＴＦＴ基板の背面側（液晶層とは反対側）と
ＣＦ基板の表示面側（液晶層とは反対側）にはそれぞれ偏光板が配置される。また、液晶
層と各偏光板との間には位相差板が配置される。
【０００３】
　従来、液晶表示装置において、表示品位の向上を図るべく様々な位相差板が提案されて
いる。例えば、特許文献１には、位相差板を、波長分散が互いに異なる２枚の高分子フィ
ルムを互いの延伸方向が直交するように積層して構成することにより、コントラスト比の
向上を図る技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１８１４７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　また、近年では、液晶表示装置の視野角特性の更なる向上を目指し、位相差板の改良が
検討されている。しかし、高視野角特性を得られる位相差板は一般的にコストが高く、現
状では、低コスト化を目指す液晶表示装置に採用することは難しくなっている。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、コスト増加を抑えつ
つ視野角特性を向上させることができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、対向配置された第１基板及
び第２基板と、前記第１基板及び前記第２基板の間に配置され液晶層と、第１位相差板と
第２位相差板とを含み、前記第１位相差板は、第１液晶層及び第１樹脂フィルム層からな
り、前記第２位相差板は、第２液晶層及び第２樹脂フィルム層からなる、ことを特徴とす
る。
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、互いに光
学特性が異なってもよい。
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１基板は、前記第２基板よりも、バックライト
光が照射される背面側に配置されており、前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、前
記第１基板に配置されてもよい。
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１位相差板及び前記第２位相差板は、接着層を
介して互いに接着固定されてもよい。
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１位相差板の厚み方向のリタデーションと、前
記第２位相差板の厚み方向のリタデーションとを合計した絶対値が、２０ｎｍ以下であり
、前記第１位相差板の面内方向のリタデーションと、前記第２位相差板の面内方向のリタ
デーションとを合計した合計値が、２６０ｎｍ以上２８０ｎｍ以下でもよい。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶層及び前記第２液晶層のそれぞれの膜厚



(4) JP 2017-161791 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

と、前記第１樹脂フィルム層及び前記第２樹脂フィルム層のそれぞれの膜厚とは、前記厚
み方向のリタデーションを合計した絶対値が２０ｎｍ以下、前記面内方向のリタデーショ
ンを合計した合計値が２６０ｎｍ以上２８０ｎｍ以下になるように設定されてもよい。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１位相差板の厚み方向のリタデーションが０よ
りも小さく、前記第２位相差板の厚み方向のリタデーションが０よりも大きくてよい。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１液晶層の膜厚及び前記第２液晶層の膜厚は互
いに異なり、前記第１樹脂フィルム層の膜厚及び前記第２樹脂フィルム層の膜厚は互いに
異なってもよい。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１樹脂フィルム層及び前記第２樹脂フィルム層
は、延伸されたトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）層で構成されてもよい。
【００１６】
　本発明に係る液晶表示装置では、前記第１位相差板と前記第２位相差板とが同一の構成
を有してもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置の構成によれば、コスト増加を抑えつつ視野角特性を向上さ
せることができる液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る液晶表示装置の概略構成を示す平面図である。
【図２】本実施形態に係る表示パネルの一部の構成を示す平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ´断面図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ´断面図である。
【図５】本実施形態に係る表示パネルの全体の概略構成を示す断面図である。
【図６】液晶層及びＴＡＣ層の２層構造から成る１枚の位相差板におけるリタデーション
Ｒｅ，Ｒｔｈの関係を示すグラフである。
【図７】２枚の位相差板におけるリタデーションＲｅ，Ｒｔｈと視野角ＣＲとの関係をシ
ミュレーションした結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の実施形態について、図面を用いて以下に説明する。
【００２０】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置の概略構成を示す平面図である。液晶表示装置
１は、画像を表示する表示パネル１０と、表示パネル１０を駆動する駆動回路（データ線
駆動回路２０、ゲート線駆動回路３０）と、駆動回路を制御する制御回路（図示せず）と
、表示パネル１０に背面側から光を照射するバックライト（図示せず）とを含んで構成さ
れている。駆動回路は、表示パネル１０に設けられてもよい。
【００２１】
　図２は表示パネル１０の一部の構成を示す平面図である。図３は図２のＡ－Ａ´断面図
であり、図４は図２のＢ－Ｂ´断面図である。図３に示すように、表示パネル１０は、背
面側に配置される薄膜トランジスタ基板１００（以下、ＴＦＴ基板という。）と、前面側
（表示面側）に配置され、ＴＦＴ基板１００に対向するカラーフィルタ基板２００（以下
、ＣＦ基板という。）と、ＴＦＴ基板１００及びＣＦ基板２００の間に挟持される液晶層
３００と、を含んでいる。なお、図２は便宜上、前面側から、ＣＦ基板２００を透視し、
ＴＦＴ基板１００を見た状態を示している。
【００２２】
　図１及び図２に示すように、ＴＦＴ基板１００には、第１方向（例えば列方向）に延在
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する複数のデータ線１１と、第１方向とは異なる第２方向（例えば行方向）に延在する複
数のゲート線１２とが形成され、複数のデータ線１１と複数のゲート線１２とのそれぞれ
の交差部近傍に薄膜トランジスタ１３（以下、ＴＦＴという。）が形成され、隣り合う２
本のデータ線１１と隣り合う２本のゲート線１２とにより囲まれる矩形領域が１つの画素
１４として規定され、該画素１４がマトリクス状（行方向及び列方向）に複数配置されて
いる。複数のデータ線１１は、行方向に等間隔で配置されており、複数のゲート線１２は
、列方向に等間隔で配置されている。各画素１４には画素電極１５が設けられている。図
２に示すように、各画素電極１５は、開口部（例えばスリット）を有し、ストライプ状に
形成されている。またＴＦＴ基板１００には、各画素１４に共通する１つの共通電極２１
（図３及び図４参照）が形成されている。ＴＦＴ１３は、ゲート絶縁膜１０２（図３及び
図４参照）上に、非晶質シリコン（ａ－Ｓｉ）からなる半導体層１８が形成され、半導体
層１８上にドレイン電極１６及びソース電極１７が形成されている。ドレイン電極１６は
データ線１１に電気的に接続され、ソース電極１７と画素電極１５とはコンタクトホール
１９を介して電気的に接続されている。
【００２３】
　各データ線１１には、データ線駆動回路２０からデータ信号（データ電圧）が供給され
、各ゲート線１２には、ゲート線駆動回路３０からゲート信号（ゲート電圧）が供給され
る。共通電極２１には、共通電極駆動回路（図示せず）から共通電圧Ｖｃｏｍが供給され
る。ゲート信号のオン電圧（ゲートオン電圧）がゲート線１２に供給されると、ゲート線
１２に接続されたＴＦＴ１３がオンし、ＴＦＴ１３に接続されたデータ線１１を介して、
データ電圧が画素電極１５に供給される。画素電極１５に供給されたデータ電圧と、共通
電極２１に供給された共通電圧Ｖｃｏｍとの差により電界が生じる。この電界により液晶
を駆動してバックライトの光の透過率を制御することによって画像表示を行う。なお、カ
ラー表示を行う場合は、ストライプ状の着色部で形成された赤色、緑色、青色に対応する
それぞれの画素１４の画素電極１５に接続されたそれぞれのデータ線１１に、所望のデー
タ電圧を供給することにより実現される。
【００２４】
　次に、図３及び図４を用いて、画素１４の断面構造について具体的に説明する。図３は
、図２において画素１４の開口領域を行方向に切断した断面（Ａ－Ａ´断面）を示し、図
４は、図２において画素１４の開口領域を列方向に切断した断面（Ｂ－Ｂ´断面）を示し
ている。
【００２５】
　ＴＦＴ基板１００において、ガラス基板１０１上にゲート線１２が形成されている。ゲ
ート線１２は、アルミニウムＡｌ、モリブデンＭｏ、チタンＴｉあるいは銅Ｃｕを主成分
とする金属材料、又は上記の複数の積層層、又は上記金属材料にタングステンＷ、マンガ
ンＭｎあるいはチタンＴｉなどが添加された合金、又は上記の組み合わせにおける積層金
属層から形成される。
【００２６】
　ゲート線１２を覆うように、ゲート絶縁膜１０２が形成されている。ゲート絶縁膜１０
２の材料としては、シリコンナイトライドＳｉＮを用いることができる。ゲート絶縁膜１
０２上には半導体層１８（図２参照）が形成されている。半導体層１８上には、データ線
１１と、ＴＦＴ１３を構成するドレイン電極１６及びソース電極１７（図２参照）とが形
成されている。ドレイン電極１６は、データ線１１に電気的に接続されている。
【００２７】
　データ線１１とドレイン電極１６とソース電極１７とを覆うように、絶縁膜１０３が形
成されている。絶縁膜１０３は、有機絶縁膜を含んでもよい。絶縁膜１０３上には共通電
極２１が形成されている。共通電極２１は、透明の電極材料ＩＴＯで構成されている。共
通電極２１の材料としては、例えば、インジウム・錫・酸化物や、インジウム・亜鉛・酸
化物を用いることができる。各画素１４の領域は、ＴＦＴ１３が形成される領域を除いて
、共通電極２１に覆われている。すなわち、共通電極２１は、データ線１１を覆っており
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、シールド電極としての機能を有している。共通電極２１の上には、共通電極２１に共通
電圧Ｖｃｏｍを供給する共通電極配線が形成されてもよい。
【００２８】
　共通電極２１を覆うように、上層絶縁膜１０４が形成されている。上層絶縁膜１０４の
材料としては、シリコンナイトライドＳｉＮを用いることができる。上層絶縁膜１０４上
には、画素電極１５が形成されている。画素電極１５は、透明の電極材料ＩＴＯで構成さ
れている。画素電極１５は、絶縁膜１０３及び上層絶縁膜１０４に形成されたコンタクト
ホール１９（図２参照）を介して、ソース電極１７に電気的に接続されている。画素電極
１５を覆うように配向膜１０５が形成されている。なお、図３及び図４に示す構成では、
共通電極２１が下層に配置され、画素電極１５が上層に配置されているが、画素電極１５
が下層に配置され、共通電極２１が上層に配置されてもよい。
【００２９】
　ＣＦ基板２００において、ガラス基板２０１上に着色部２０２とブラックマトリクス２
０３とが形成されている。着色部２０２は、例えば赤色、緑色及び青色の顔料分散レジス
トによる着色層により形成されており、ブラックマトリクス２０３は、黒色の顔料を用い
た樹脂材料あるいは金属材料で形成されている。着色部２０２及びブラックマトリクス２
０３を覆うようにオーバーコート膜２０４が形成されており、オーバーコート膜２０４の
上に配向膜２０５が形成されている。
【００３０】
　液晶層３００は、正又は負の誘電率異方性を有する液晶分子３０１を含む。
【００３１】
　上記の例では、ＩＰＳ方式の画素構造を挙げたが、これに限定されない。また、画素１
４を構成する各部の積層構造は、上記の構成に限定されない。例えば、画素電極１５及び
共通電極２１が櫛歯形状を有し同層に配置されてもよい。
【００３２】
　図５は、表示パネル１０の全体の概略構成を示す断面図である。ＴＦＴ基板１００の背
面側（液晶層３００とは反対側）には、第１位相差板１１０と、第２位相差板１２０と、
偏光板１３０とが配置されている。第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０は接着層
１４０を介して互いに接着固定されている。ＣＦ基板２００の表示面側（液晶層３００と
は反対側）には、偏光板２３０が配置されている。偏光板１３０及び偏光板２３０は、例
えばそれぞれの吸収軸の交差角が略９０度になるように配置されている。
【００３３】
　第１位相差板１１０は、液晶材料から成る第１液晶層１１１と、第１樹脂フィルム層１
１２とで構成されており、２層構造を有する。本実施の形態では、第１樹脂フィルム層１
１２は、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）から成る延伸された第１ＴＡＣ層である。な
お、図５では、第１液晶層１１１が偏光板１３０側に配置され、第１ＴＡＣ層１１２がＴ
ＦＴ基板１００側に配置されているが、これに限定されず、第１液晶層１１１がＴＦＴ基
板１００側に配置され、第１ＴＡＣ層１１２が偏光板１３０側に配置されてもよい。
【００３４】
　第２位相差板１２０は、液晶材料から成る第２液晶層１２１と、第２樹脂フィルム層１
２２とで構成されており、２層構造を有する。本実施の形態では、第２樹脂フィルム層１
２２は、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）から成る延伸された第２ＴＡＣ層である。な
お、図５では、第２液晶層１２１が偏光板１３０側に配置され、第２ＴＡＣ層１２２がＴ
ＦＴ基板１００側に配置されているが、これに限定されず、第２液晶層１２１がＴＦＴ基
板１００側に配置され、第２ＴＡＣ層１２２が偏光板１３０側に配置されてもよい。第１
位相差板１１０及び第２位相差板１２０は、互いに異なる光学特性を有する。
【００３５】
　ここで、位相差板のリタデーションについて考察する。一般的に、位相差板の面内方向
のリタデーションＲｅと、厚さ方向のリタデーションＲｔｈは、下記式により定義される
。
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Ｒｅ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ・・・（１）
Ｒｔｈ＝（（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ）×ｄ・・・（２）
【００３６】
　上記式（１）、（２）において、ｎｘは位相差板の面内におけるｘ軸方向の屈折率を表
し、ｎｙは位相差板の面内におけるｙ軸方向の屈折率を表し、ｎｚは位相差板の面に垂直
である厚み方向の屈折率を表す。ｄは位相差板の膜厚を表す。
【００３７】
　図６は、液晶層及びＴＡＣ層の２層構造から成る１枚の位相差板におけるリタデーショ
ンＲｅとＲｔｈとの関係を示すグラフである。図６のグラフでは、位相差板におけるリタ
デーションＲｅ，Ｒｔｈの物性値（光学特性値）を示している。図６に示すように、一般
的に、液晶層の膜厚が大きくなる程、位相差板のリタデーションＲｔｈが小さくなり、Ｔ
ＡＣ層の膜厚が大きくなる程、位相差板のリタデーションＲｅが大きくなる。
【００３８】
　また、位相差板のリタデーションＲｅ，Ｒｔｈと視野角コントラスト（ＣＲ）との間に
は相関関係があり、本件発明者らによって図７に示すシミュレーション結果が得られた。
図７は、位相差板のリタデーションＲｅ，Ｒｔｈと視野角ＣＲとの関係をシミュレーショ
ンした結果を示すグラフである。ここでは、第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０
の合計のリタデーションＲｅを２７０（ｎｍ）に設定したときの視野角ＣＲに対する、上
記合計のリタデーションＲｅを２２０（ｎｍ）に設定したときの視野角ＣＲの比率と、上
記合計のリタデーションＲｅを３２０（ｎｍ）に設定したときの視野角ＣＲの比率とを示
している。図７のグラフに示すように、リタデーションＲｅが２７０（ｎｍ）より小さい
場合又は大きい場合は、視野角ＣＲが低くなることが分かる。すなわち、位相差板のリタ
デーションＲｅが２７０（ｎｍ）に近くなる程、視野角ＣＲが高くなる。図７に示す結果
を基に本件発明者らが研究を重ねたところ、リタデーションＲｅが２６０（ｎｍ）以上２
８０（ｎｍ）以下である場合、観察者にとって高い視野角ＣＲと感じられるレベルといえ
ることが知見された。
【００３９】
　一方、図７のグラフから、リタデーションＲｔｈは、その絶対値が０（ｎｍ）より大き
くなる程、視野角ＣＲが低くなることが分かる。図７に示す結果を基に本件発明者らが研
究を重ねたところ、リタデーションＲｔｈ（絶対値）が２０（ｎｍ）以下である場合、観
察者にとって高い視野角ＣＲと感じられるレベルといえることが知見された。すなわち、
リタデーションＲｅが２６０（ｎｍ）以上２８０（ｎｍ）以下、及び／または、リタデー
ションＲｔｈの絶対値が２０（ｎｍ）以下となる場合、液晶表示装置の視野角特性の点で
有利である。
【００４０】
　以上のことから、位相差板のリタデーションＲｅ，Ｒｔｈが図６の点線で囲む領域（す
なわち、２６０ｎｍ≦Ｒｅ≦２８０ｎｍ、｜Ｒｔｈ｜≦２０ｎｍ）に入るように、位相差
板を構成する液晶層とＴＡＣ層の膜厚を設定することが考えられる。ただし、液晶層及び
ＴＡＣ層の２層構造から成る１枚の位相差板を用いて、図６の点線で囲む領域に入るよう
な光学特性をもつ位相差板を工業的な生産過程を通じて得ることは、各層の膜厚の制約か
ら困難であると考えられている。そこで、本実施形態に係る液晶表示装置１では、液晶層
及びＴＡＣ層の２層構造から成る位相差板を２枚（第１位相差板１１０、第２位相差板１
２０）組み合わせることで、工業的な生産過程を通じて図６の点線で囲む領域に入る光学
特性を得ることに想到するに至った。すなわち、２枚の位相差板（第１位相差板１１０、
第２位相差板１２０）を組み合わせて、リタデーションＲｅが２６０（ｎｍ）以上２８０
（ｎｍ）以下で、リタデーションＲｔｈの絶対値が２０（ｎｍ）以下となる、光学特性を
得ることに成功した。
【００４１】
　本実施形態では、第１位相差板１１０は、リタデーションＲｔｈ１が０よりも小さくな
るように、第１液晶層１１１及び第１ＴＡＣ層１１２の膜厚を選定され、第２位相差板１
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２０は、リタデーションＲｔｈ２が０よりも大きくなるように、第２液晶層１２１及び第
２ＴＡＣ層１２２の膜厚を選定されている。この場合、２枚の位相差板１１０、１２０の
組み合わせで、図６の点線で囲む領域に入る光学特性を容易に得ることに寄与する。とり
わけ、図示する例では、第１ＴＡＣ層１１２の膜厚が第２ＴＡＣ層１２２の膜厚よりも小
さくなっている。
【００４２】
　なお、各位相差板１１０、１２０の樹脂フィルム層１１２、１２２は、液晶層１１１、
１２１を支持する基材としても機能する。樹脂フィルム層１１２、１２２が延伸されたＴ
ＡＣ層からなる場合、液晶層１１１、１２１を安定して支持するためには、樹脂フィルム
層１１２、１２２の膜厚が１０μｍ以上あるのがよい。
【００４３】
　また、各位相差板１１０、１２０の液晶層１１１、１２１は、樹脂フィルム層１１２、
１２２に液晶材料を積層させることで形成され得る。液晶材料は流動性に富むことから、
工業的な生産過程で樹脂フィルム層１１２、１２２に塗布可能な液晶材料の膜厚は大きな
制約を受ける。この点、市場で競争力のある価格で入手可能な位相差板１１０、１２０の
液晶層１１１、１１２の膜厚は、０．８μｍ以上１．２μｍ以下と考えられる。すなわち
、液晶層１１１、１１２の膜厚が、０．８μｍ以上１．２μｍ以下である場合、コスト増
加を抑えつつ位相差板１１０、１２０を得ることに大きく貢献する。
【００４４】
　具体的な値として、例えば、第１液晶層１１１及び第２液晶層１２１の膜厚を０．８μ
ｍ～１．２μｍ程度に設定し、第１ＴＡＣ層１１２及び第２ＴＡＣ層１２２の膜厚を４０
μｍ～８０μｍ程度に設定可能である。とりわけ、第１位相差板１１０の第１液晶層１１
１の膜厚を１．１μｍに設定し、第１ＴＡＣ層１１２の膜厚を４５μｍに設定し、第２位
相差板１２０の第２液晶層１２１の膜厚を１．１μｍに設定し、第２ＴＡＣ層１２２の膜
厚を５６μｍに設定する。各膜厚をこのように設定すると、第１位相差板１１０は、リタ
デーションＲｅ１が１２０（ｎｍ）、リタデーションＲｔｈ１が－１０（ｎｍ）となり、
第２位相差板１２０は、リタデーションＲｅ２が１５０（ｎｍ）、リタデーションＲｔｈ
２が１０（ｎｍ）となる。これにより、第１位相差板１１０のリタデーションＲｅ１と、
第２位相差板１２０のリタデーションＲｅ２との合計値が２７０（ｎｍ）となり、第１位
相差板１１０のリタデーションＲｔｈ１と、第２位相差板１２０のリタデーションＲｔｈ
２との合計値の絶対値が０（ｎｍ）となる。
【００４５】
　なお、第１位相差板１１０の第１液晶層１１１の膜厚と、第２位相差板１２０の第２液
晶層１２１の膜厚とは、互いに同一であってもよいし、異なっていてもよい。また、第１
位相差板１１０の第１ＴＡＣ層１１２の膜厚と、第２位相差板１２０の第２ＴＡＣ層１２
２の膜厚とは、互いに同一であってもよいし、異なっていてもよい。
【００４６】
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成によれば、比較的コストが低い位相差板を用い
て高視野角特性を得ることができる。よって、高視野角特性を有する液晶表示装置を、市
場で競争力のある価格で提供することが可能となる。また、２枚の位相差板を有するため
、各位相差板の光学特性（Ｒｅ、Ｒｔｈ等）を、表示パネルの駆動方式（ＩＰＳ方式やＶ
Ａ方式）に応じて調整することができる。
【００４７】
　本実施形態に係る液晶表示装置１は、上記構成に限定されない。例えば、第１位相差板
１１０が、ＴＦＴ基板１００と偏光板１３０との間に配置され、第２位相差板１２０が、
ＣＦ基板２００と偏光板２３０との間に配置されてもよい。また、第１位相差板１１０及
び第２位相差板１２０が、ＣＦ基板２００と偏光板２３０との間に配置されてもよい。と
りわけ、第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０を、第２基板としてのＣＦ基板２０
０よりも背面側に位置する第１基板としてのＴＦＴ基板１００側に配置した場合には、Ｃ
Ｆ基板２００がＴＦＴ基板１００側に透過し得る紫外線をカットすることができるため、
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減することができる。結果として、第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０の耐久性
を高めることができる。
【００４８】
　また、上述した例では、第１位相差板１１０と第２位相差板１２０とが互いに異なる構
成を有する場合、すなわち、第１液晶層１１１の膜厚と第２液晶層１２１の膜厚とが互い
に異なり、第１ＴＡＣ層１１２の膜厚と第２ＴＡＣ層１２２の膜厚とが互いに異なる場合
を例に挙げたが、これに限定されず、第１位相差板１１０と第２位相差板１２０とが互い
に同一の構成を有してもよい。例えば、第１液晶層１１１の膜厚と第２液晶層１２１の膜
厚とが同一であり、第１ＴＡＣ層１１２の膜厚と第２ＴＡＣ層１２２の膜厚とが同一であ
ってもよい。この場合、第１位相差板１１０と第２位相差板１２０とを共通の部材から得
ることができるため、効率よく第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０を得ることが
できる。とりわけ、第１位相差板１１０及び第２位相差板１２０をなす共通の部材のリタ
デーションＲｅが１３５μｍに近い値であり、リタデーションＲｔｈが０に近い値である
場合、図６の点線で囲む領域に入る光学特性をもつ液晶表示装置１を容易に得ることがで
きる。
【００４９】
　また、各位相差板は、液晶層と樹脂フィルム層から構成されていてもよい。樹脂フィル
ム層は、ＴＡＣ層に限定されず、例えばポリカーボネート（ＰＣ）からなるＰＣ層であっ
てもよい。なお液晶層は、樹脂フィルム層に配向処理を施した後に樹脂フィルム層上に形
成することができる。また樹脂フィルム層は、保護フィルムとしての機能も有する。
【００５０】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記各実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で上記各実施形態から当業者が適宜変更し
た形態も本発明の技術的範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５１】
　１　液晶表示装置、１０　表示パネル、１００　ＴＦＴ基板、２００　ＣＦ基板、３０
０　液晶層、３０１　液晶分子、１１　データ線、１２　ゲート線、１３　ＴＦＴ、１４
　画素、１５　画素電極、１６　ドレイン電極、１７　ソース電極、１８　半導体層、１
９　コンタクトホール、２１　共通電極、１０２　ゲート絶縁膜、１０３　絶縁膜、１０
４　上層絶縁膜、１０５　配向膜、２０２　着色部、２０３　ブラックマトリクス、１１
０　第１位相差板、１１１　第１液晶層、１１２　第１ＴＡＣ層、１２０　第２位相差板
、１２１　第２液晶層、１２２　第２ＴＡＣ層、１４０　接着層。
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在抑制成本增加的同时改善视角特性的液
晶显示装置。 液晶显示装置包括：第一基板和第二基板，布置成彼此面
对;液晶层，设置在第一基板和第二基板之间;第一延迟板和第二延迟板其
中，第一延迟膜包括第一液晶层和第一树脂膜层，第二延迟膜包括第二
液晶层和第二树脂膜层。 点域5
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